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こ
れ
ま
で
身
体
障
害
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害
と
い
っ
た
障
害
の
種
類
や
年
齢
に

よ
り
受
け
ら
れ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
18
年

４
月
の
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
よ
り
、
ど
の
障
害
を
お
持
ち
の
方
も
共
通
の

サ
ー
ビ
ス
を
地
域
に
お
い
て
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
10
月
か
ら
は
制
度
が
完
全
実
施
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
ポ
イ
ン
ト
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

障害者自立支援法
完全実施

自立と共生の社会をめざして

特

集

今
回
、
障
害
者
の
自
立
を
一
層
支
援
す
る
た
め
に
、

サ
ー
ビ
ス
の
体
系
を
「
施
設
」
と
い
う
建
物
の
単
位

か
ら
、
介
護
的
な
サ
ー
ビ
ス
や
就
労
移
行
へ
の
支
援

と
い
っ
た
障
害
の
種
類
を
超
え
た
「
事
業
」
の
単
位

に
再
編
し
ま
し
た
。
新
し
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
体
系

は
、「
介
護
給
付
」、「
訓
練
等
給
付
」、「
地
域
生
活
支

援
事
業
」
の
３
つ
に
再
編
さ
れ
ま
し
た
。

「
介
護
給
付
」
は
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
や
施

設
入
所
支
援
な
ど
、
ま
た
、「
訓
練
等
給
付
」
は
自
立

訓
練
や
就
労
移
行
支
援
な
ど
で
す
。
ど
ち
ら
も
国
と

地
方
公
共
団
体
が
義
務
的
に
費
用
を
負
担
す
る
自
立

支
援
給
付
で
、
障
害
の
種
類
に
か
か
わ
ら
ず
全
国
一

律
の
共
通
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
ま
す
。
こ
の

ほ
か
自
立
支
援
給
付
に
は
、「
自
立
支
援
医
療
」
と

「
補
装
具
」
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、「
地
域
生
活
支
援
事
業
」
は
、
市
町
村
が
創

意
工
夫
に
よ
っ
て
利
用
者
の
状
況
に
応
じ
て
柔
軟
に

利
用
者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
体
系
に
再
編

実
施
す
る
も
の
で
す
。
サ
ー
ビ
ス
を
効
果
的
・
効
率

的
に
提
供
す
る
た
め
の
事
業
と
し
て
、
相
談
支
援
、

移
動
支
援
、
手
話
通
訳
等
の
派
遣
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、

地
域
の
特
性
に
応
じ
て
実
施
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
県
と
当
町
は
、
障
害
福
祉
計
画
で
地
域
生

活
支
援
事
業
の
実
施
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定
め

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
計
画
は
、
現
在
作
成

中
で
す
。（
表
１
・
２
参
照
）
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介護給付 
●居宅介護（ホームヘルプ） 
●重度訪問介護 
●行動援護 
●重度障害者等包括支援 
●児童デイサービス 
●短期入所（ショートステイ） 
●療養介護 
●生活介護 
●施設入所支援 
●共同生活介護 

訓練等給付 
●自立訓練 
●就労移行支援 
●就労継続支援 
●共同生活援助（グループホーム） 

自立支援医療 
●更生医療　●育成医療※ 
●精神通院医療※ 
※実施主体は都道府県等 

補装具 

障
害
者
・
児 

自立支援給付 

●相談支援事業（関係機関との連絡調整、権利
　擁護） 
●コミュニケーション支援事業（手話通訳派遣等） 
●日常生活用具の給付又は貸与 
●移動支援事業 

●地域活動支援センター機能強化事業（創作的活動、
　生産活動の機会提供、社会との交流促進等） 
●福祉ホーム 
●居住支援 
●その他の日常生活又は社会生活支援 

市町村 

地域生活支援事業 

ホームヘルプ（身・知・児・精） 

デイサービス（身・知・児・精） 

ショートステイ（身・知・児・精） 

グループホーム（知・精） 

重症心身障害児施設（児） 

療護施設（身） 

更生施設（身・知） 

授産施設（身・知・精） 

福祉工場（身・知・精） 

通勤寮（知） 

福祉ホーム（身・知・精） 

生活訓練施設（精） 

移動支援 

地域活動支援センター 

居宅介護(ホームヘルプ） 

重度訪問介護 

行動援護 

重度障害者等包括支援 

児童デイサービス 

短期入所（ショートステイ） 

療養介護 

生活介護 

障害者支援施設での夜間ケア等（施設入所支援） 

共同生活介護（ケアホーム） 

自立訓練（機能訓練・生活訓練） 

就労移行支援 

就労継続支援（雇用型・非雇用型） 

共同生活援助（グループホーム） 

現行サービス 新サービス 

居
宅
サ
ー
ビ
ス 

施
設
サ
ー
ビ
ス 

地
域
生
活 

支
援
事
業 

介
護
給
付 

訓
練
等
給
付 

自宅で、入浴、排せつ、食事の介護等を行います 
 
重度の肢体不自由者で常に介護を必要とする人に、自宅で入浴、排せつ、
食事の介護、外出時における移動支援などを総合的に行います 

自己判断能力が制限されている人が行動するときに、危険を回避する
ために必要な支援、外出支援を行います 

介護の必要性がとても高い人に、居宅介護等複数のサービスを包括的
に行います 

障害児に、日常生活における基本的な動作の指導、集団生活への適応訓
練等を行います 

自宅で介護する人が病気の場合などに、短期間、夜間も含め施設で、入浴、
排せつ、食事の介護等を行います 

医療と常時介護を必要とする人に、医療機関で機能訓練、療養上の管理、
看護、介護及び日常生活の世話を行います 

常に介護を必要とする人に、昼間、入浴、排せつ、食事の介護等を行うと
ともに、創作的活動又は生産活動の機会を提供します 

施設に入所する人に、夜間や休日、入浴、排せつ、食事の介護等を行います 
 
夜間や休日、共同生活を行う住居で、入浴、排せつ、食事の介護等を行い
ます 

自立した日常生活又は社会生活ができるよう、一定期間、身体機能又は
生活能力の向上のために必要な訓練を行います 

一般企業等への就労を希望する人に、一定期間、就労に必要な知識及び
能力の向上のために必要な訓練を行います 

一般企業等での就労が困難な人に、働く場を提供するとともに、知識及
び能力の向上のために必要な訓練を行います 

夜間や休日、共同生活を行う住居で、相談や日常生活上の援助を行います 
 
 

円滑に外出できるよう、移動を支援します 
 

創作的活動又は生産活動の機会の提供、社会との交流等を行う施設です 

（注）表中の「身」は「身体障害者」、「知」は「知的障害者」、「精」は「精神障害者」、「児」は「障害児」のことです。 
　　地域生活支援事業には、このほか相談支援、コミュニケーション支援などがあります。 

表2 新たなサービスの体系

表1 総合的な自立支援システムの全体像
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サ
ー
ビ
ス
費
用
の
一
割
負
担
を
求
め
る
に
当
た
っ

て
は
、
障
害
の
あ
る
人
の
収
入
の
状
況
な
ど
を
十
分

考
慮
し
て
、
次
の
よ
う
な
負
担
の
減
免
措
置
が
講
じ

ら
れ
ま
す
。

①
月
ご
と
の
利
用
者
負
担
に
は
、「
表
３
」
の
よ
う
な
　

月
額
の
負
担
上
限
額
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

②
入
所
施
設
、グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
利
用
す
る
場
合
は
、

さ
ら
に
個
別
減
免
を
受
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

③
社
会
福
祉
法
人
な
ど
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
場
合
は
、
一
つ
の
事
業
所
で
の
月
額
の
負

担
上
限
額
は
半
額
に
な
り
ま
す
。

④
同
じ
世
帯
の
中
で
複
数
の
人
が
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
も
、
月
額
の
負
担
上
限
額
は
同
じ
で
す
。

⑤
生
活
保
護
へ
の
移
行
防
止
策
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。

⑥
施
設
入
所
者
に
つ
い
て
は
、
食
費
等
実
費
負
担
に

つ
い
て
も
、
非
課
税
の
場
合
に
は
軽
減
措
置
が
講

じ
ら
れ
ま
す
。

従
来
の
障
害
に
係
る
公
費
負
担
医
療
に
つ
い
て
は
、

精
神
通
院
医
療
、
更
生
医
療
、
育
成
医
療
で
は
そ
れ

ぞ
れ
負
担
の
仕
組
み
が
異
な
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
統

一
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
精
神
通
院
医
療
や
更
生
医
療
の
対
象
者
が

①
サ
ー
ビ
ス
の
量
と
所
得
に
着
目
し
た
負
担
に

こ
れ
ま
で
の
利
用
者
負
担
は
、
所
得
に
応
じ
て
負

担
額
を
決
め
る
、
い
わ
ゆ
る
応
能
負
担
の
仕
組
み
が

基
本
で
し
た
。
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
量
に
か
か
わ
ら
ず
、

利
用
者
負
担
が
決
め
ら
れ
る
こ
の
仕
組
み
で
は
、
同

じ
所
得
で
同
じ
負
担
を
し
て
い
て
も
、
受
け
る
サ
ー

ビ
ス
量
が
異
な
る
と
い
う
問
題
が
起
き
て
い
ま
し
た
。

今
回
、
利
用
者
の
負
担
を
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
量
に

応
じ
た
も
の
に
改
め
、
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
の

一
割
を
負
担
（
定
率
負
担
）
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

し
ま
し
た
。

②
国
の
費
用
負
担
を
義
務
づ
け
る

こ
れ
ま
で
国
に
は
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
部

分
の
費
用
を
負
担
す
る
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
不
確
実
な
費
用
負
担
の
仕
組
み
が
、
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
者
の
急
増
に
財
源
が
追
い
つ
か
な
い

事
態
を
招
い
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

そ
こ
で
、
制
度
の
安
定
性
・
継
続
性
を
強
化
す

る
た
め
に
、
利
用
者
負
担
の
見
直
し
に
あ
わ
せ
て

国
の
費
用
負
担
の
責
任
を
強
化
し
ま
し
た
。
国
は

費
用
の
２
分
の
１
、
都
道
府
県
と
市
町
村
は
そ
れ

ぞ
れ
費
用
の
４
分
の
１
ず
つ
を
負
担
す
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

費
用
を
み
ん
な
で
負
担
し
合
う

仕
組
み
の
強
化

利
用
者
負
担
へ
の
配
慮

区　分 

生活保護 

低所得１ 

低所得２ 

一般 

対象となる人 上限額（月額） 

生活保護の世帯 

住民税課税世帯の人 

住民税非課税世帯で障害者または障害児 
の保護者の収入が80万円以下 

住民税非課税世帯で低所得１に該当しな 
い人 

自己負担なし 

15,000円 

24,600円 

37,200円 

急
増
し
、
財
政
的
に
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
給
付
の
重
点
化
を
図
る
と
と

も
に
、
費
用
を
み
ん
な
で
負
担
し
支
え
合
う
仕
組
み

に
改
め
、
持
続
可
能
な
制
度
に
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。（
表
４
参
照
）

自
立
支
援
医
療
制
度
へ
の
移
行
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補
装
具
と
日
常
生
活
用
具
の
制
度

こ
れ
ま
で
の
補
装
具
給
付
制
度
と
日
常
生
活
用

具
給
付
等
事
業
は
、
自
立
支
援
給
付
に
あ
る
補
装

具
費
と
地
域
生
活
支
援
事
業
に
よ
る
日
常
生
活
用

具
給
付
に
再
編
さ
れ
ま
す
。

●
補
装
具
費
の
支
給

義
肢
、
装
具
、
車
い
す
な
ど
の
補
装
具
は
、
こ

れ
ま
で
の
現
物
支
給
か
ら
、
補
装
具
費
（
購
入
費
、

修
理
費
）
の
支
給
へ
と
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
利

用
者
負
担
に
つ
い
て
も
定
率
負
担
に
な
り
、
一
割

を
利
用
者
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
所
得
に
応
じ
て
一
定
の
負
担
上
限
が
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
支
給
決
定
は
、
障
害
者
、
ま
た
は
障
害

児
の
保
護
者
か
ら
の
申
請
に
基
づ
い
て
、
市
町
村

が
行
い
ま
す
。

●
日
常
生
活
用
具
の
給
付
（
貸
与
）

給
付
決
定
は
、
障
害
者
、
ま
た
は
障
害
児
の
保

護
者
か
ら
の
申
請
に
基
づ
い
て
、
市
町
村
が
行
い

ま
す
。
ま
た
、
補
装
具
費
の
支
給
と
同
じ
定
率
１

割
を
利
用
者
が
負
担
し
ま
す
。

障
害
者
自
立
支
援
法
は
、
支
援
の
必
要
な
人
に

必
要
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
基
本
に
し
て

い
ま
す
。
今
後
、「
制
度
は
共
通
に
、
支
援
は
個
別

に
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
障
害
者
が
地
域
で
よ
り

安
心
し
て
普
通
に
暮
ら
せ
る
た
め
の
基
盤
整
備
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

障
害
者
自
立
支
援
制
度
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
、
町

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
５
８
）
７
３
７
３
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

在宅で生活する障害をお持ちの方やそのご家族のための相談を受けています。福

祉サービスの利用援助や社会資源の活用、社会生活の支援、介護相談、療育相談な

ど専門のコーディネーターが対応します。月２回巡回相談も行います。

▼相談受付方法

来所・電話・メール・ＦＡＸ・訪問・巡回相談など

〒516-0077 伊勢市宮町１丁目５番20号
ＴＥＬ（２０）６５２５　ＦＡＸ（２０）６５３５
http://www.mie-saibi.or.jp 電子メール:breath@mie-saibi.or.jp

「ブレス」伊勢・度会地区
障害者相談支援センター

１.対象者：従来の更生医療、育成医療、精神通院医療の対象となる人と同様の疾病を有する人（一定所得以上の人を除く）。対象疾病は従来の
　対象疾病の範囲どおり。 
２.給付水準：自己負担については医療費の原則１割負担（　　 部分）。ただし、世帯の所得水準に応じて負担の上限額を設定。また、入院時の
　食費（標準負担額）については原則自己負担。 

高額治療継続者（「重度かつ継続」）の範囲については、以下のとおりです。 
①疾病、症状等から対象となる人 
●更生医療・育成医療：腎臓機能、小腸機能又は免疫機能障害の人 
●精神通院医療：統合失調症、躁うつ病・うつ病、てんかん、認知症等の脳機能障害若しくは薬物関連障害（依存症等）の人又は集中・継続的な医療を要する人と
　して精神医療に一定以上の経験を有する医師が判断した人 
②疾病等にかかわらず、高額な費用負担が継続することから対象となる人：医療保険の多数該当の人 

一定所得以下 

生活保護世帯 市町村民税非課税 
本人収入≦80万 

市町村民税非課税 
本人収入＞80万 

0＜市町村民税＜2万 
（所得割） 

2万≦市町村民税＜20万 
（所得割） 

中間所得層 一定所得以上 
（20万≦市町村民税（所得割）） 

生活保護 
負担０円 

低所得1 
負担上限月額 
2,500円 
 

低所得2 
負担上限月額 
5,000円 
 

中間所得層 
負担上限月額：医療保険の自己負担限度額 

 

育成医療の3年間の経過措置 

高額治療継続者（「重度かつ継続」） 

中間所得層 
負担上限月額：医療保険の自己負担限度額 

 

育成医療の3年間の経過措置 

高額治療継続者（「重度かつ継続」） 

負担上限月額 
10,000円 

中間所得層1 
負担上限月額 
5,000円 
 

中間所得層2 
負担上限月額 
10,000円 

一定所得以上（重継） 
負担上限月額 
20,000円 

（3年間の経過措置） 

負担上限月額 
40,200円 

一定所得以上 
公費負担の対象外 

（医療保険の負担割合 
・負担限度額） 

 

表4 自立支援医療の対象者、自己負担の概要
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注目の話題

ピックアップ
T a m a k i T o w n R e p o r t

水
防
防
災
へ
の
自
覚
と
体
制
強
化
め
ざ
し
訓
練
を
実
施

風
な
ど
に
よ
る
本
格
的

な
出
水
期
を
迎
え
、
水

防
や
防
災
体
制
の
強
化
を
図
る

た
め
９
月
17
日
、
お
城
広
場
に

お
い
て
町
水
防
・
防
災
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
に
は
、
町
職
員

を
は
じ
め
、
町
議
会
議
員
、
町

消
防
団
、
伊
勢
市
消
防
本
部
、

伊
勢
警
察
署
、
町
建
設
業
協
同

組
合
、
自
衛
隊
明
野
航
空
学
校

な
ど
２
５
０
人
が
参
加
。
午
前

９
時
、
全
員
が
整
列
し
、
訓
練

が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

河
川
巡
視
、
救
護
所
・
避
難

所
の
設
置
、
土
の
う
や
土
砂
を

敷
き
詰
め
て
「
せ
き
」
を
作
る

水
防
工
法
訓
練
、
大
型
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
を
使
用
し
た
物
資
輸
送

の
ほ
か
、
今
回
は
じ
め
て
行
っ

た
水
難
救
助
訓
練
で
は
、
外
堀

で
対
岸
に
残
さ
れ
た
住
民
を
救

命
ボ
ー
ト
で
迅
速
に
救
出
す
る

実
践
さ
な
が
ら
の
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。

ま
た
、
消
防
車
両
５
台
が
出

動
し
た
倒
壊
家
屋
か
ら
の
火
災

を
想
定
し
た
消
火
訓
練
で
は
、

町
消
防
団
が
一
丸
と
な
っ
て
真

剣
に
取
り
組
む
姿
を
目
の
当
た

台

り
に
し
ま
し
た
。

辻
村
町
長
は

あ
い
さ
つ
で

「
地
球
規
模
で
気

象
異
変
が
起
き

て
い
る
な
か
で

日
本
は
災
害
が

多
い
。
町
民
の

生
命
財
産
を
守

ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
述
べ
、
体
制

強
化
を
改
め
て
確
認
し
あ

い
ま
し
た
。

伊勢市消防本部レスキュー隊による水難救助訓練

町消防団による水防工法訓練

参加者が整列し人員報告

Ta
m

a
ki
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o

p
ic

s
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m
a
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●
角
谷
や
す
へ
さ
ん

明
治
40
年
７
月
１
日
生
ま
れ
の

99
歳
。

●
田
中
春
さ
ん

明
治
41
年
２
月
１
日
生
ま
れ
の

98
歳
。

月
18
日
の
敬
老
の
日
、

町
内
に
お
住
ま
い
の
、

今
年
度
99
歳
以
上
に
な
ら
れ
る

み
な
さ
ん
を
辻
村
町
長
が
訪
問

し
、
記
念
品
や
花
束
を
贈
り
、

長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し
た
。

●
高
木
終
次
郎
さ
ん

明
治
38
年
（
１
９
０
５
）
11
月
５

日
生
ま
れ
の
100
歳
。

い
つ
ま
で
も
お
元
気
で
高
齢
者
を
お
祝
い

９

川
の
岩
出
水
位
観
測
を

長
年
務
め
、
流
域
の
洪
水

対
策
や
水
防
活
動
に
貢
献
し
た

と
し
て
、
岩
崎
和
弘
さ
ん
（
岩
出
）

が
、
日
本
河
川
協
会
長
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

岩
崎
さ
ん
は
、
宮
川
の
岩
出
水

位
観
測
所
で
昭
和
50
年
か
ら
、
朝

夕
の
２
回
水
位
標
の
記
録
収
集
を

行
っ
て
こ
ら
れ
、
平
成
15
年
に
は

国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
長

か
ら
も
感
謝
状
を
贈
ら
れ
て
い
ま

す
。９

月
19
日
、
辻
村
町
長
を
通
じ

表
彰
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

な
お
、
平
成
15
年
４
月
か
ら
は

機
械
に
よ
り
自
動
監
視
化
さ
れ
て

い
ま
す
。

岩
崎
和
弘
さ
ん

永
年
の
水
位
観
測
に
感
謝

宮

21
日
に
は
ケ
ア
ハ
イ
ツ
玉
城

を
訪
れ
、
下
村
き
わ
さ
ん
の
満

100
歳
を
入
所
者
の
み
な
さ
ん
と

一
緒
に
お
祝
い
し
ま
し
た
。

下
村
き
わ
さ
ん

明
治
39
年
６
月
１
日
生
ま
れ

ま
た
、
内
山
ま
つ
へ
さ
ん
99

歳
、
西
野
は
る
え
さ
ん
101
歳
、

松
本
幸
雄
さ
ん
99
歳
に
も
ご
家

族
を
通
じ
記
念
品
を
お
贈
り
し

ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
、
お
元
気
な
笑

顔
が
印
象
的
な
長
寿
表
敬
訪
問

と
な
り
ま
し
た
。
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入
賞
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
中
学
校
の
部

【
最
優
秀
賞
】

（
１
年
）

【
優
秀
賞
】
山
本
彩
実
（
１
年
）

【
優
良
賞
】
木
村
理
佐
（
１
年
）、

川
崎
真
希
（
１
年
）

■
小
学
生
の
部

【
最
優
秀
賞
】

（
田
丸

小
６
年
）

【
優
秀
賞
】
田
畑
真
鈴
（
田
丸
小

３
年
）、
首
藤
優
志
（
田
丸
小
４

年
）、
田
中
茉
里
奈
（
外
城
田
小

５
年
）、
池
山
智
子
（
下
外
城
田

小
６
年
）

【
優
良
賞
】
里
中
晴
也
（
田
丸
小

３
年
）、
落
合
美
月
（
有
田
小
３

年
）、
田
中
　
仁
（
有
田
小
４
年
）、

坂
口
悠
輔
（
外
城
田
小
４
年
）、

中
西
優
希
（
有
田
小
５
年
）、
田

垣
光
輝
（
有
田
小
５
年
）、
笠
井

瑞
紀
（
田
丸
小
６
年
）、
中
川
広

夢
（
田
丸
小
６
年
）

（
敬
称
略
）

勢
交
通
安
全
協
会
玉
城

支
部
（
西
村
博
会
長
）

で
は
、
小
中
学
生
の
夏
休
み
期

間
中
に
募
集
し
た
交
通
安
全
啓

発
ポ
ス
タ
ー
の
表
彰
式
を
９
月

21
日
、
役
場
住
民
ホ
ー
ル
で
開

き
、
応
募
作
品
３
１
７
点
か
ら

選
ば
れ
た
受
賞
者
17
人
に
表
彰

状
を
贈
り
ま
し
た
。

表
彰
式
で
伊
勢
警
察
署
角
谷

交
通
第
１
課
長
は
「
携
帯
電
話

を
か
け
な
が
ら
の
運
転
や
飲
酒

運
転
の
根
絶
に
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
し
、
一

人
ひ
と
り
の
入

賞
を
称
え
ま
し

た
。
ま
た
、
同

ポ
ス
タ
ー
は
町

内
各
所
に
展
示

さ
れ
交
通
安
全

啓
発
に
一
役
買

う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
作
品
を
表
彰

伊

注目の話題

ピックアップ
T a m a k i T o w n R e p o r t

国
鉄
Ｏ
Ｂ
ら
で
作
る
東

海
鉄
道
Ｏ
Ｂ
会
伊
勢
支

部
の
会
員
の
み
な
さ
ん
が
９
月
30

日
、
村
山
龍
平
記
念
館
横
に
展
示

さ
れ
て
い
る
Ｓ
Ｌ
の
清
掃
を
し
ま

し
た
。

こ
の
Ｓ
Ｌ
は
、
通
称
”シ
ゴ
ハ

チ
“
と
呼
ば
れ
る
「
Ｃ
５
８
４
１

４
型
」
蒸
気
機
関
車
で
昭
和
48
年

（
１
９
７
３
）、
田
丸
駅
開
業
80
周

年
を
記
念
し
て
当
町
に
無
償
貸
与

さ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
れ
ま
で
26

年
間
、
北
海
道
の
函
館
本
線
、
千

歳
線
な
ど
で
活
躍
し
１
３
０
万
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
お
よ
ぶ
距
離
を

走
り
続
け
、
現
役
を
引
退
後
は
当

地
の
屋
根
の
付
い
た
展
示
場
で
長

く
足
を
休
め
、
す
で
に
33
年
が
た

ち
ま
す
。

清
掃
作
業
は
、
昭
和
58
年
か
ら

毎
年
春
と
秋
の
２
回
、
会
員
の
親

睦
を
兼
ね
て
行
っ
て
お
り
、
こ
の

日
は
、
会
員
26
人
（
う
ち
町
内
11

人
）
の
ほ
か
、
Ｓ
Ｌ
フ
ァ
ン
２
人

が
四
日
市
市
と
鈴
鹿
市
か
ら
も
駆

け
つ
け
、
当
時
の
常
務
服
を
着
て

ホ
コ
リ
を
払
っ
た
り
、
油
を
さ
し

Ｓ
Ｌ
の
雄
姿
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら

清
掃
に
汗
　
　
　
　
　
　
　
　
旧
国
鉄
Ｏ
Ｂ
ら

旧

最優秀賞の川西さん（左）と森田くん

た
り
す
る
と
と
も
に
３
年
に
１

度
の
ペ
ン
キ
塗
り
も
し
ま
し
た
。

事
務
局
長
の
村
林
隆
吾
さ
ん

（
伊
勢
市：

78
歳
）
は
、「
今
に

も
煙
を
出
し
て
走
り
そ
う
な
き

れ
い
な
姿
を
見
て
、
み
ん
な
と

思
い
出
話
し
を
す
る
の
が
楽
し

み
で
す
」
と
、
雄
姿
を
思
い
浮

か
べ
な
が
ら
清
掃
に
汗
を
流
し

て
い
ま
し
た
。

きれいに磨かれ輝きを増すSL
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運動、食に文化と、ゆく秋の感慨はまた
ひとしおです。みなさんいかがお過ごしで
しょうか。
今月はアスピア玉城ふれあいの館、ふる
さと味工房アグリのにぎわいについて記し
てみたいと思います。
アスピア玉城がオープンして10年目とな
ります。緑豊かな自然を生かした安らぎの
空間として順調に営業を続けております。
本年末から年始ころにふれあいの館

（弘法温泉）の来館者が、100万人に達す
る見通しです。また、ふるさと味工房ア
グリは日に800人、年20万人のみなさまに
ご利用いただいており活気に満ちあふれ
ています。
全国各地で様々な施設が作られ地域活性
化に一役買っています。その中には厳しい
経営状況に陥るところが多い現状です。し
かし、ふるさと味工房アグリでは、野口社
長以下従業員の方や参画農家が、常に目の
前のお客様に満足していただけるよう心が
けて営業をいただいているからこそ、今日
の成功に結びついているのだと思います。
今春、ポークジャーキーが日本農業新聞
社主催の「一村逸品大賞」金賞に選ばれた
り、高級食材といわれるマコモ（イネ科）
の栽培や販売といったアイデアにあふれた
商品の開拓にも熱心に取り組まれたりと感
謝しております。
今後も、町内外から一層のご利用をいた
だきますよう、ＰＲをしていきたいと考え
ています。
どうぞ、秋のひとときをアスピア玉城で
ごゆっくりお過ごしください。

平成18年10月17日　町長室にて

玉城町長　辻村 修一

COLUMN in November,2006

町長
コラム

登
り
始
め
た
子
が
、「
お
ー
い
！
」

「
こ
っ
ち
だ
よ
〜
」
と
み
ん
な
に

呼
び
か
け
ま
し
た
。
そ
の
声
に

誘
わ
れ
て
、
次
々
と
登
っ
て
い

く
子
ど
も
た
ち
。
一
人
で
の
遊

び
も
楽
し
い
け
れ
ど
、
友
だ
ち

と
集
ま
っ
た
こ
の
瞬
間
も
と
て

も
う
れ
し
い
時
間
で
す
。

水
、
土
、
砂
な
ど
に
手
を
触

れ
、
足
で
大
地
を
踏
み
し
め
、

自
然
と
一
体
に
な
っ
て
遊
ぶ
こ

と
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
こ

の
よ
う
な
体
験
を
日
々
積
み
重

ね
る
こ
と
が
、
健
康
な
身
体
、

健
康
な
心
を
育
て
て
い
く
の
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

が
降
っ
た
後
は
、
園
庭

に
た
く
さ
ん
の
水
た
ま

り
が
で
き
ま
す
。「
雨
や
ん
だ
な

ぁ
、
外
行
こ
か
」
の
保
育
士
の

声
に
、
に
ぎ
や
か
に
は
だ
し
で

外
へ
飛
び
出
し
て
い
く
り
す
組

さ
ん
た
ち
。

水
た
ま
り
の
前
で
立
ち
止
ま

り
、
そ
っ
と
覗
き
込
む
子
、
い

き
な
り
ば
し
ゃ
ば
し
ゃ
と
水
し

ぶ
き
を
あ
げ
、
中
に
入
っ
て
い

く
子
。
小
さ
な
か
わ
い
い
手
を

広
げ
水
に
触
る
子
。
た
た
い
て

み
る
子
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、

足
跡
が
つ
く
こ
と
に
気
が
つ
い

た
り
、
お
も
ち
ゃ
を
使
っ
て
水

を
集
め
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子

が
自
分
の
気
に
入
っ
た
遊
び
を

始
め
ま
す
。
四
方
八
方
に
散
っ

て
い
く
子
ど
も
た
ち
を
担
任
は
、

目
で
追
い
、
足
で
追
い
な
が
ら

も
実
に
楽
し
そ
う
で
す
。

そ
ん
な
中
、
園
内
の
芝
山
に

保
育
所
の
行
事
と
活
動
　
保
育
所
で
行
わ
れ
た
楽
し
い
行
事
や
活
動
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

水
た
ま
り
で
遊
ぼ
う

(

１
・
２
歳
児)

外
城
田
保
育
所

町立保育所園庭開放のご案内
日時 11月15日　第３水曜日　午前中
場所 各町立保育所
お問い合わせは、それぞれの保育所へお願いします。

Letter to you
雨
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▼
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
18
年

度
　
玉
城
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
））

歳
出
に
お
い
て
過
誤
納
還
付
金
４
０
５
７
万
円
を
増
額
補

正
す
る
た
め
補
正
し
た
も
の
で
す
。
た
だ
し
、
た
だ
ち
に
議

会
を
招
集
で
き
な
い
こ
と
か
ら
専
決
処
分
し
、
当
議
会
で
こ

の
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
５
４
９
１
万
５
０

０
０
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
41
億
４
８
５
４
万
５
０
０

０
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
17
年
度
玉
城
町

一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

老
人
保
健
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

山
村
振
興
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

病
院
事
業
会
計
決
算

水
道
事
業
会
計
決
算

介
護
老
人
保
健
施
設
事
業
会
計
決
算

下
水
道
事
業
会
計
決
算

上
記
の
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
詳
細

は
12
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

議
長
、
委
員
長
な
ど
の
報
酬
に
つ
い
て
、
社
会
情
勢
な
ど

を
考
慮
し
て
、
月
の
途
中
で
の
就
任
、
ま
た
は
退
任
時
に
は
、

日
割
り
計
算
に
よ
る
支
給
方
法
に
改
め
る
た
め
改
正
し
ま
し

た
。

▼
玉
城
町
福
祉
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

身
体
障
害
者
福
祉
法
お
よ
び
健
康
保
険
法
の
一
部
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
条
文
整
理
を
行
い
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

健
康
保
険
法
な
ど
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

条
文
整
理
を
行
い
ま
し
た
。

▼
玉
城
町
国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

前
議
案
と
同
様
に
、
健
康
保
険
法
な
ど
の
一
部
が
改
正
さ

平
成
18
年
第
５
回
玉
城
町
議
会
定
例
会
は
９
月
12
日
、
開
会
さ
れ
、
平
成
17
年
度
一
般
・
特
別
会
計
決
算
の
認

定
を
は
じ
め
、
平
成
18
年
度
各
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
、
22
議
案
を
上
程
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
20
日
閉
会

し
ま
し
た
。

●
平
成
17
年
度
　
一
般
・
特
別
会
計
決
算
の
認
定

●
平
成
18
年
度
　
各
会
計
補
正
予
算
案
な
ど

22
議
案
原
案
可
決

平
成
18
年
　
第
５
回
玉
城
町
議
会
定
例
会

ひと + まち + くらし Ta
m

a
ki

 T
o

p
ic

s
Ta

m
a

ki
 T

o
p

ic
s



城あとに夢を築くまち たまき　2006-11

10

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
条
文
整
理
を
行
い
ま
し
た
。

▼
平
成
18
年
度
　
玉
城
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

今
回
の
補
正
の
主
な
も
の
は
、

総
務
費：

田
丸
城
築
城
６
７
０
年
記
念
事
業
費
用
を
新
規
計

上
。

民
生
費：

新
規
に
地
域
生
活
支
援
事
業
等
に
伴
う
費
用
、
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
設
置
に
伴
う
準
備
負
担
金
の
新
規

計
上
、
保
育
園
児
の
増
加
に
伴
う
パ
ー
ト
保
育
士
賃
金
等
を

増
額
。

衛
生
費：

少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
新
た
に
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
、
お
た
ふ
く
、
水
痘
の
予
防
接
種
補
助
金
の
創
設
、

お
よ
び
特
定
不
妊
治
療
費
補
助
金
の
上
乗
せ
事
業
費
、
中
角

ご
み
処
理
場
の
用
地
取
得
に
伴
う
度
会
土
地
開
発
公
社
償
還

金
の
新
規
計
上
。

農
林
水
産
費：

町
単
土
地
改
良
事
業
補
助
金
の
増
額
、
な
ら

び
に
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
を
減
額
。

商
工
費：
工
業
用
水
の
利
用
に
伴
う
、
宮
川
二
期
他
目
的
使

用
負
担
金
の
新
規
計
上
。
ま
た
、
工
事
が
年
度
内
に
終
了
し

な
い
見
込
み
の
た
め
、
翌
年
度
に
ま
た
が
る
工
期
と
な
る
債

務
負
担
行
為
６
０
０
０
万
円
を
新
規
に
計
上
。

土
木
費：

道
路
補
修
工
事
請
負
費
、
河
川
維
持
補
修
工
事
請

負
費
の
増
額
、
道
路
新
設
改
良
費
で
、
国
庫
補
助
金
の
確
定

に
伴
い
土
地
購
入
費
の
減
額
。

教
育
費：

田
丸
城
築
城
６
７
０
年
記
念
事
業
費
の
計
上
。

公
債
費：

地
方
債
の
確
定
に
伴
う
元
金
及
び
利
子
償
還
金
の

減
額
。

諸
支
出
金：

玉
城
病
院
の
医
療
機
器
購
入
に
伴
う
繰
出
金
、

公
共
下
水
道
事
業
会
計
へ
の
事
業
関
連
の
繰
出
金
の
増
額
。

こ
れ
に
よ
り
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
９
１
４
５
万
５
０

０
０
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
42
億
４
０
０
０
万
円
と
し
ま

し
た
。

▼
平
成
18
年
度
　
玉
城
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

県
内
市
町
の
国
民
健
康
保
険
間
の
保
険
料
の
標
準
化
、
財

政
の
安
定
化
を
図
る
た
め
、
保
険
財
政
共
同
安
定
化
事
業
創

設
拠
出
金
、
ま
た
玉
城
病
院
へ
の
繰
出
金
な
ど
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
に
５
４
９
１
万
３
０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額
10

億
７
０
７
６
万
２
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
18
年
度
　
玉
城
町
山
村
振
興
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号)

繰
越
金
の
確
定
と
管
理
体
制
の
変
更
に
よ
る
人
件
費
調
整

な
ど
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
３
６
３
万
１
０
０
０
円
を
減

額
し
、
総
額
７
４
６
万
９
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
18
年
度
　
玉
城
町
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）

工
事
請
負
費
、
地
方
債
利
子
の
減
額
な
ど
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
に
76
万
１
０
０
０
円
を
減
額
し
、
総
額
１
億
７
２
９

０
万
８
０
０
０
円
と
し
ま
し
た
。

▼
平
成
18
年
度
　
玉
城
町
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）資

本
的
収
支
の
収
入
で
、
５
５
１
万
８
０
０
０
円
を
追
加

し
、
総
額
２
６
０
６
万
７
０
０
０
円
に
、
支
出
で
８
４
１
万

１
０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額
３
９
２
３
万
４
０
０
０
円
に

し
ま
し
た
。

▼
平
成
18
年
度
　
玉
城
町
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

収
益
的
収
支
の
収
入
で
、
２
９
２
万
６
０
０
０
円
を
追
加

し
、
総
額
１
億
１
３
０
９
万
５
０
０
０
円
に
、
支
出
で
９
６

３
万
１
０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額
１
億
８
０
０
９
万
５
０

０
０
円
と
し
ま
し
た
。

●平成17年度　企業会計別決算（単位：円）

【病院事業会計】 
●収益的収支 

収　入 554,842,204

支　出 543,772,953

【水道事業会計】 【介護老人保健施設事業会計】 【下水道事業会計】 

●資本的収支 

収　入 9,227,000

支　出 14,658,210

●収益的収支 

収　入 299,153,537

支　出 221,461,664

●資本的収支 

収　入 12,286,650

支　出 120,876,939

●収益的収支 

収　入 340,094,278

支　出 332,461,324

●資本的収支 

収　入 28,860,117

支　出 51,007,781

●収益的収支 

収　入 113,902,734

支　出 156,162,789

●資本的収支 

収　入 293,225,212

支　出 294,492,212
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なるほどレポー ト なるほどレポー ト 

平
成
17
年
度
は
、「
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に
関
す
る

基
本
方
針
２
０
０
４
」
に
基
づ
き
、
個
人
や
企
業
の
挑
戦
す

る
意
欲
と
地
方
の
自
主
性
を
引
き
出
す
た
め
、
各
分
野
に
わ

た
る
構
造
改
革
を
引
き
続
き
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
推
進
し

て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
30
年
（
１
９
５
５
年
）
に
玉
城
町
が
誕
生
し

て
以
来
50
年
を
経
過
し
、
４
月
に
記
念
式
典
を
開
き
、
町
の

更
な
る
前
進
と
飛
躍
を
目
指
し
、
将
来
に
「
希
望
と
ロ
マ
ン
」

「
う
る
お
い
と
安
ら
ぎ
」
が
溢
れ
る
ま
ち
に
な
る
よ
う
、
多
岐

に
わ
た
る
施
策
に
全
力
を
傾
注
し
て
き
ま
し
た
。

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
を
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
歳
入
に

お
い
て
91
・
５
％
、
歳
出
に
お
い
て
89
・
７
％
と
な
り
、
ど
ち

ら
も
減
少
し
ま
し
た
。

経
常
収
支
比
率
に
お
い
て
は
86
・
２
％
で
前
年
度
よ
り

５
・
５
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
、
公
債
費
比
率
は
12
・
０
％
で
前
年

度
を
０
・
３
ポ
イ
ン
ト
上
回
り
ま
し
た
。
財
政
力
指
数
は
、

０
・
７
３
４
％
で
前
年
度
よ
り
０
・
０
４
２
ポ
イ
ン
ト
上
回
る

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

（
平
成
17
年
度
玉
城
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
提
案
理
由

か
ら
抜
粋
）

平
成
17
年
度
　
決
算

平
成
17
年
度
（
平
成
17
年
４
月
１
日
〜
18
年
３
月
31
日
）
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
決
算
が
、
町
議
会
９
月

定
例
会
に
上
程
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
総
額
は
、
一
般
・
特
別
会
計
あ
わ
せ
、
歳
入
が
70
億
１
９
２
万
３
６
８
７
円
、
歳
出
が
67
億
７
４
０
１
万
７

１
６
５
円
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
一
般
会
計
の
決
算
を
中
心
に
そ
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成17年度　決算

【過去５年間の一般会計決算の推移】 

60

H13

H14

5,176,572 
4,960,480

歳入 

歳出 

4,555,904 
4,388,223

4,887,688 
4,682,943

4,712,206 
4,571,148

4,312,238 
4,099,454

H15
H16

H17

単位：年度・千円（千円未満四捨五入） 
億円 

55

50

45

40

35

30

25

●
玉
城
中
学
校
校
舎
耐
震
補
強
工
事

技
術
棟
に
は
空
調
設
備
を
設
置

【
メ
モ
】

◆
経
常
収
支
比
率：

財
政
の
弾
力
性
な
い
し
健
全
性
を

測
定
す
る
の
に
用
い
る
指
標
。
経
常
収
支
比
率
の
70
〜

80
％
が
よ
し
と
さ
れ
て
い
る
。

◆
公
債
費
比
率：

公
債
費
（
元
金
と
利
子
の
合
計
）
の

一
般
財
源
に
占
め
る
割
合
。
低
い
方
が
よ
い
。

◆
財
政
力
指
数：

標
準
的
な
行
政
活
動
を
行
う
た
め
に

必
要
な
一
般
財
源
の
う
ち
、
ど
の
程
度
、
税
収
な
ど
で

賄
え
る
か
を
示
し
た
指
数
。
３
年
間
の
平
均
値
。
数
値

が
１
・
０
以
上
に
な
る
と
、
事
業
は
す
べ
て
自
主
財
源
で

賄
え
、
き
わ
め
て
財
政
力
の
強
い
団
体
と
い
え
る
。

※

※

※
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町民税の内訳 

町税の内訳 

●投資的経費 

●人件費 

●扶助費 

  

【平成17年度　会計別決算】 

歳入決算 

歳出決算 

（単位：円） 

道路等基盤整備や学校などの公共施設の整 
備に要する経費 

議員等報酬、給料、職員手当など 

各種法令に基づき支給される社会保障経費 

会計区分 歳　入 歳　出 差　引　額 
●一般会計 
●特別会計 
　国民健康保険 
　住宅新築資金等貸付事業 
　老人保健 
　山村振興事業 
　農業集落排水事業 
　介護保険 

計 

4,312,238,472 
 

1,035,616,255 
13,212,067 

1,003,355,732 
62,134,827 
138,403,717 
436,962,617 
7,001,923,687

4,099,454,443 
 

1,022,106,070 
41,997,907 

1,000,115,604 
58,159,657 
136,576,528 
415,606,956 
6,774,017,165

212,784,029 
 

13,510,185 
－28,785,840 
3,240,128 
3,975,170 
1,827,189 
21,355,651 
227,906,522

（款別） 

（款別） 

歳出決算 （普通会計性質別） 
人件費 

平成17年度性質別決算額　4,133,347千円 

歳出合計　4,099,454,443円 

歳入合計　4,312,238,472円 

1,080,076千円　26.1%

投資的経費 

472,535千円　11.4%

地方交付税 

665,369千円　15.4%

町債 

339,000千円　7.9%

町民税 

1,102,013千円　51.9%

国有提供施設等交付金 587千円 

寄附金 1,551千円 

財産収入 2,074千円 

交通安全対策特別交付金 2,617千円 

配当割交付金 5,262千円 

株式等譲渡所得割交付金 8,347千円 

利子割交付金 9,786千円 

ゴルフ場利用税交付金 10,109千円 

使用料及手数料 

32,921千円　0.8%

議会費 

72,917千円　1.8%

商工費 

48,626千円　1.2%

物件費 

642,437千円　15.5%

公債費 

528,767千円　12.8%

繰出金 

305,693千円　7.4%

扶助費 

285,998千円　6.9%

積立金 

30,117千円　0.7%

維持補修費 

21,706千円　0.5%

投資及び出資金・貸付金 

18,500千円　0.4%

補助費等 

747,518千円　18.1%

個人 503,129千円 

法人 598,884千円 

民生費 

1,288,399千円　31.4%

公債費 

520,946千円　12.7%

総務費 

498,669千円　12.2%

町税 

2,121,536千円　49.2%

固定資産税 

886,212千円　41.8%

軽自動車税 

31,409千円　1.5%

たばこ税 

87,832千円　4.1%

入湯税 

14,069千円　0.7%

教育費 

461,061千円　11.2%

国庫支出金 

185,444千円　4.3%

県支出金 

180,614千円　4.2%

地方譲与税 

147,150千円　3.4%

分担金及負担金 

139,524千円　3.2%

地方消費税交付金 

128,853千円　3.0%

地方特例交付金 

102,452千円　2.4% そ
の
他
の
内
訳
 

災害復旧費 47千円 
予備費 0円 

労働費 19,398千円 そ
の
他
の
 

内
訳
 

自動車取得税交付金 

66,269千円　1.5%

諸収入 

77,717千円　1.8%

繰越金 

85,058千円　2.0%

衛生費 

308,952千円　7.5%

土木費 

288,923千円　7.0%

諸支出金 

275,260千円　6.7%

消防費 

179,105千円　4.4%

農林水産費 

137,151千円　3.3%
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Ta
m

a
ki

 T
o

p
ic

s

なるほどレポー ト なるほどレポー ト 

平
成
17
年
度
に
こ
ん
な
事
業
を
行
い
ま
し
た

平
成
17
年
度
の
決
算
が
町
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
に
は
、
町
制
50
周
年
記
念
事
業
の
経
費
、
玉
城

中
学
校
校
舎
の
耐
震
補
強
や
技
術
棟
の
空
調
設
備
を
設
け
ま
し
た
。

ま
た
、
消
防
防
災
、
福
祉
環
境
と
い
っ
た
多
方
面
で
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
平
成
17

年
度
の
決
算
の
な
か
で
、
一
般
会
計
に
み
る
お
も
な
事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

【総務チーム】 

【税務住民チーム】 

事　業　名 

 

決算額 

1,164

（単位：千円） 

  

施　策　の　成　果 

事　業　名 決算額 施　策　の　成　果 

町制施行50周年記念式典を開催した。 
手作りに心がけ、職員の総出でのもてなしを行った。
(来賓：243人)

町制50周年 
記念事業経費 

1,707

第４次玉城町総合計画の後期基本計画（H18～H22）
を策定した。印刷はH18年度で対応。 
・総合計画審議会：委員5人（会長：松澤加重子氏）、
全14回 

新総合計画策定経費 

152,516 消防活動、救急活動を伊勢広域消防本部へ委託し消防
防災の維持・安定を図った。 

広域消防委託経費 

3,187
町管理の住民基本４情報を国県の機関等と共有するこ
とにより、住民サービスの向上と行政の効率化を図っ
た。 

住民基本台帳ネット
ワークシステム事業 

424,079

前年度決算額より2億161万 7千円減となっている
が、前年度は平成7・8年度の減税補てん債の一括償
還(2億2,410万円 )があり、その分を差引くと増加し
ている。増額の要因としては、地方債の繰上げ償還
1,160万 1千円、及び臨時財政対策債の増加が主なも
のである。 

元金経費 

96,867 今年度末の地方債の残高は、約47億5,701万 1千円
で、前年度より8,507万9千円減少している。 

利子経費 

124,541

平成17年度は、前年度に改築した施設での医療提供を
行い、業務量においては外来予定量25,254人に対し実
績25,911人、入院予定量15,330人に対し実績15,068
人となった。 
事業会計の決算として、収益的収支では純利益（一般
会計繰出金を含む）となり、資本的収支では不足する
額5,431千円は過年度分損益勘定留保資金で補填した。 

病院事業会計繰出金 

4,930 戸籍事務の効率化、省力化、正確性・安全性の確保を
図り、迅速かつ正確な窓口サービスの促進に努めた。 

戸籍コンピュータ化事業 

玉城中学校校舎
左円内がエレベータ、
右円内がブレース設置箇所の一部
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【生活福祉チーム】 

【農林商工チーム】 

【建設チーム】 

【教育チーム】 

事　業　名 

 

決算額 

9,142

  

施　策　の　成　果 

事　業　名 決算額 施　策　の　成　果 

事　業　名 決算額 施　策　の　成　果 

事　業　名 決算額 施　策　の　成　果 

保健福祉会館を拠点として、バスを運行することで各公共施設（機関）を広く地域住民のふれあう場
として提供できた。 
（年間利用者数　21,010人） 

福祉バス運行事業 

13,153

保健福祉サービスの紹介など、寝たきり、認知症老人及びその家族等の総合的な相談・助言及びひと
り暮らし老人などの実態調査を実施した。 
今年度から小規模基幹型在介を含む地域型在介をケアハイツ玉城に移し、地域型在介を玉城町社協に
委託して事業を実施した。 

在宅介護支援事業 

89,326
一定の条件を満たす９歳到達後最初の３月31日までの間にある児童を養育し、定められた所得以下の
者に児童手当を支給し、児童の健全育成を図った。 
（受給者数　863人） 

児童手当支給事業 

41,641
県営玉城南部農道（8,912千円）、県営ふるさと農道（19,596千円）、県営かんがい排水事業（8,316千
円）、経営体育成基盤整備事業（2,192千円）に係る負担金であり、各事業とも営農の向上、農業基盤
の充実を目的とする。 

県営関連事業 

506,526

・児童保育事業　（入所児童数　649人（Ｈ18.3.31現在）） 
・延長保育推進事業　（平均利用者数　201人/月） 
・障害児保育事業　（障害児　11人） 
・乳児保育促進等事業　（０歳児童数　19人（Ｈ18.3.31現在） 

保育所各種保育事業 

183,265

・特殊勤務手当（野犬捕獲等）　70件 
・菊狭間環境整備施設組合負担金（玉城・明和・小俣で構成、ごみ収集） 
・伊勢広域環境組合負担金（1市5町1村で構成、ごみ処理・し尿処理・斎場） 
・一次救急医療委託料　在宅当番制業務を度会郡医師会に委託し、休日及び夜間の一次救急医療体制を
図った。 

保健衛生総務費事業 

78,750

玉城中学校は昭和38年、39年建築で、今年度耐震補強を行った。 
〈工事概要〉 
　・ブレース12カ所、ＲＣ壁４カ所、ＲＣ袖壁２カ所を補強。 
　・バリアフリー化するため、エレベータの設置。 
　　※耐震補強工事は文部科学省の補助事業。 

玉城中学校耐震補強
及び改築工事 

37,182

住民生活に密着した道路の拡幅を行うことにより、道路機能の改善、生活環境基盤の整備を進めた。 
（概要） 
　道路改良工事　　03路線　　　Ｌ=392.5m 
　用地買収、支障物件補償、測量設計ほか 

道路新設改良町単事業 

109,984

住民生活に密着した生活環境基盤整備として、通行に支障がある箇所の舗装及び道路の側溝整備等を
行なった。 
（概要） 
　舗装工事　　　　03路線　　　Ａ=12,347㎡ 
　側溝補修工事　　13路線　　　Ｌ=1,408.9m 
　道路補修工事　　08路線　　　Ｌ=252.7m 
　防護柵設置工事　01路線　　　Ｌ=82.0m

道路維持修繕事業 

7,551 勝田地内（農道505号線）農道舗装工事Ｌ＝795ｍを施工し、農道の機能を向上させるとともに安全
の確保に努めた。 

県単土地基盤整備事業 

6,127 防衛庁の補助を受け、玉城中学校技術棟に空調設備の設置工事を行った。平成18・19年度には普通教
室、特別教室へ設置する予定。 

玉城中学校空調防音工事 

5,742 玉城町史　近世史料集第2巻発行　規格Ａ5版　932頁　発行部数500冊発行に伴なう編さん会議、
原稿執筆、史料調査活動を行った。 

町史編さん事業 

31,516

本事業は、県道鳥羽松阪線から県道田丸停車場斎明線へのアクセス道路として重要な路線であるが、
幅員が狭小で乗用車の相互通行もできないため国の補助事業により道路整備を進めている。 
（概要） 
　改良工事　　　Ｌ=76.5m 
　用地買収　　　13件 

地方道路整備交付金事業 
中楽朝久田線 
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［ 町内版 A］ お
知
ら
せ
　
広
場

Tamaki
New

Informat ion

11
November

あ
な
た
も
コ
ン
サ
ー
ト
で
一
緒
に
お
ど

り
ま
せ
ん
か
？

ち
び
っ
こ
ダ
ン
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集
！

楽
し
く
子
育
て
で
き
る
町

に
な
る
よ
う
毎
年
取
り
組
ん

で
き
て
い
る
親
子
で
楽
し
む

コ
ン
サ
ー
ト
の
第
４
弾
と
し

て
来
年
２
月
11
日（
日
曜
日
）

に
「
み
ん
な
の
ち
か
ら
で
子

育
て
を
！
〜
ま
っ
ち
ゃ
ん
と

遊
ぼ
う
〜
」
と
題
し
て
親
子
つ
な
が
り
遊
び
＆
ミ

ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
盛
り
上
げ
る
ち
び
っ
こ
ダ

ン
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
者

４
歳
児
か
ら
小
学
３
年
生

▼
ダ
ン
ス
曲

「
ど
ん
ど
ん
ど
ど
ん
こ
」（
バ
チ
を

持
っ
て
踊
る
か
っ
こ
い
い
ダ
ン
ス
）

▼
ダ
ン
ス
の
練
習
な
ど

さ
く
ら
児
童
館
・
保
健
福
祉
会
館
を
予
定
。
練

習
日
な
ど
詳
し
く
は
、
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
内

親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
　
Ｔ
Ｅ

Ｌ
（
５
８
）
７
３
７
３
ま
で
。
募
集
締
め
切
り
は

11
月
30
日（
木
）。

み
ん
な
の
ち
か
ら
で
子
育
て
を
！

〜
ま
っ
ち
ゃ
ん
と
あ
そ
ぼ
う
〜

▼
出
　
演

町
田
　
浩
志
さ
ん

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

町
教
育
委
員
会
・
体
育
指
導
委
員
協
議
会
で
は
、

町
民
相
互
の
交
流
を
は
か
る
目
的
で
恒
例
の
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
気
軽
に
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
の
楽
し
さ
が
味
わ
え
る
よ
う
柔
ら
か
い
ボ
ー

ル
を
取
り
入
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

順
位
賞
や
参
加
賞
を
用
意
し
、
み
な
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
チ
ー
ム
を

つ
く
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
　
時

12
月
２
日（
土
）

午
後
７
時
か
ら

▼
場
　
所

玉
城
中
学
校
体
育
館

▼
ル
ー
ル

①
１
チ
ー
ム
４
人
。
女
性
、
ま
た
は
小
学
生
（
５

年
生
以
上
）
１
人
以
上
が
常
時
コ
ー
ト
内
で
プ
レ

ー
し
て
い
る
こ
と
。
選
手
登
録
は
５
人
ま
で
可
。

小
学
生
の
み
の
チ
ー
ム
は
不
可
。

②
町
ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
を
採
用
し
た
変
則
リ
ー
グ
戦
。

参
加
を
希
望
す
る
チ
ー
ム
は
、
11
月
24
日
（
金
）
ま

で
に
、
①
チ
ー
ム
名
、
②
代
表
者
名
・
連
絡
先
、
③

選
手
名
を
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

町
教
育
委
員
会
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
５
８
）
８
２
１
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
５
８
）
７
５
８
８

▼
内
　
容

親
子
で
一
緒
に
遊
ん
で
、
歌
っ
て
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
す

今
回
は
午
後
か
ら
、
大
人
向
け
に
町
田
さ
ん
を

講
師
に
研
修
会
も
行
う
予
定
で
す
。
詳
し
く
は
来

月
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

福
寿
学
級
「
玉
城
学
園
」

第
５
回
講
座
の
お
知
ら
せ

町
教
育
委
員
会
で
は
、
福
寿

学
級
「
玉
城
学
園
」
の
第
５
回

講
座
を
次
の
よ
う
に
開
き
ま
す
。

今
回
は
、
映
画
の
製
作
説
明

と
上
映
を
行
い
ま
す
。
会
員
以

外
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

な
お
、
準
備
の
都
合
上
、
今
回
新
た
に
参
加
ご

希
望
の
方
は
、
11
月
21
日
（
火
）
ま
で
に
教
育
委
員

会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
　
時

11
月
28
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
内
　
容

「
伊
勢
志
摩
地
方
の
記
録
を
観
る
―

製
作
説
明
と
映
画
上
映
」

▼
講
　
師

前
三
重
大
学
教
育
学
部
講
師

安
田
　
昇
さ
ん

▼
場
　
所

町
保
健
福
祉
会
館
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

詳
し
く
は
、
町
教
育
委
員
会
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
５
８
）

８
２
１
２
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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文
化
講
演
会
へ
ぜ
ひ
ど
う
ぞ

教
育
委
員
会
・
度
会
郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
で

は
文
化
講
演
会
を
開
き
ま
す
。

▼
日
　
時

12
月
３
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
　
　
　
　
　
　
　

▼
場
　
所

町
保
健
福
祉
会
館
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

▼
演
　
題

「
共
に
育
つ
よ
ろ
こ
び
」
―
針
は
糸
を

導
い
て
着
物
を
縫
う
　
さ
れ
ど
着
物
を
縫
う
は
針

に
あ
ら
ず
糸
な
り
―

▼
講
　
師

中
山
靖
雄
さ
ん

講
師
略
歴

昭
和
37
年
　
学
習
院
大

学
経
済
学
部
卒
業

昭
和
60
年
〜
平
成
11
年

日
本
青
年
会
議
所
東
海

地
区
協
議
会
、
青
年
の

船
講
師
団
長

平
成
12
年
　
文
部
省
社
会
教
育
功
労
賞
受
賞

詳
し
く
は
、
町
教
育
委
員
会
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
５
８
）

８
２
１
２
へ
お
問
い
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
よ
り

■
す
い
す
い
キ
ッ
ズ
　
カ
ラ
フ
ル
ら
い
お
ん

▼
日
　
時

11
月
８
日（
水
）（
第
２
水
曜
日
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
　
所

町
保
健
福
祉
会
館

▼
内
　
容

誰
で
も
で
き
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
ブ
ロ

ッ
ク
で
工
作
を
楽
し
も
う

■
11
月
の
は
な
♪
は
な
♪
お
は
な
し
会

▼
日
　
時

11
月
17
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜

▼
対
象
者

０
〜
３
歳
児
（
未
就
園
児
）

▼
場
　
所

町
保
健
福
祉
会
館
　
研
修
室

詳
し
く
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
　
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
５
８
）
６
９
１
５
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
「
玉
城
お
は
な
し
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

11
月
の
予
定

▼
日
　
程

11
月
１
日
・
15
日（
水
）

▼
時
　
間

午
後
４
時
〜
４
時
30
分

▼
会
　
場

さ
く
ら
児
童
館

▼
日
　
程

11
月
８
日
・
22
日（
水
）

▼
時
　
間

午
後
３
時
30
分
〜
４
時

▼
会
　
場

梅
が
お
か
児
童
館

詳
し
く
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
代
表
の
飯
田
啓
子

さ
ん
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
５
８
）
４
６
０
０
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
社
会
福
祉
協
議
会
だ
よ
り

■
子
育
て
教
育
相
談

子
ど
も
の
発
達
上
の
悩
み
や
人
と
の
か
か
わ
り
、

問
題
行
動
な
ど
、
日
頃
の
子
育
て
の
中
で
感
じ
る

小
さ
な
悩
み
か
ら
専
門
的
な
こ
と
ま
で
相
談
に
応

じ
ま
す
。

▼
日
　
時

11
月
15
日（
水
）（
毎
月
第
３
水
曜
）

午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
　
所

町
保
健
福
祉
会
館

▼
相
談
員

池
山
哲
也
さ
ん

申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

■
介
護
者
の
つ
ど
い（
ホ
ッ
と
サ
ー
ク
ル
）

在
宅
で
高
齢
者
や
障
害
の

あ
る
方
の
介
護
を
さ
れ
て
い

る
介
護
者
の
み
な
さ
ん
、
介

護
の
中
で
感
じ
た
こ
と
を
共

有
し
な
が
ら
、
一
緒
に
お
し

ゃ
べ
り
し
ま
せ
ん
か
。「
こ
の

時
間
を
通
じ
て
、
が
ん
ば
り

す
ぎ
な
い
介
護
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。」

▼
日
　
時

11
月
８
日（
水
）（
毎
月
第
２
水
曜
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

▼
場
　
所

町
保
健
福
祉
会
館

▼
内
　
容

医
師
と
健
康
座
談
会

事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
11
月
６
日（
月
）

ま
で
に
町
社
会
福
祉
協
議
会
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
５
８
）

６
９
１
５
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

地
震
防
災
講
演
会
の
開
催

東
海
、
東
南
海
、
南
海
地
震
な
ど
の
巨
大
地
震

発
生
時
に
お
け
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
被
害
へ
の
対
応

な
ど
の
視
点
で
講
演
会
を
開
き
ま
す
。

▼
日
　
時

11
月
25
日（
土
）

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

▼
場
　
所

町
保
健
福
祉
会
館
　
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

詳
し
く
は
、
町
総
務
チ
ー
ム
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●○●○●○●町文化協会主催　囲碁大会結果●○●○●○●
９月24日（日）、町保
健福祉会館で開いた囲
碁大会の結果は次のと
おりです。（敬称略）

■Ａ組
優勝 西野　武（原）
２位 池田直美（松阪市）
３位 谷村和郎（多気町）

■Ｂ組
優勝 杉本　護（明和町）
２位 小林恒徳（原）
３位 長谷川清彦（明和町）

なお、次回の大会は
来年３月開催の予定。
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保
健
事
業
だ
よ
り

■
子
育
て
支
援
タ
イ
ム
「
に
こ
に
こ
」

11
月
の
行
事
内
容

▼
日
　
程

11
月
13
日（
月
）〜
17
日（
金
）

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

▼
内
　
容

お
絵
書
き
を
し
よ
う

▼
場
　
所

さ
く
ら
児
童
館

11
月
の
「
に
こ
に
こ
」
の
お
休
み
は
、
２
日
、
８

日
、
９
日
、
10
日
、
14
日
、
24
日
、
30
日

■
２
歳
児
の
お
子
さ
ん
集
ま
れ
ー
！

▼
日
　
時

11
月
７
日（
火
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
内
　
容

大
型
絵
本
を
読
も
う

▼
場
　
所

さ
く
ら
児
童
館

▼
対
　
象

平
成
15
年
４
月
２
日
〜
平
成
16
年
４

月
１
日
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

詳
し
く
は
、
さ
く
ら
児
童
館
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
胃
が
ん
検
診

▼
期
　
日
　
12
月
５
日（
火
）

▼
受
付
時
間

午
前
８
時
30
分
〜
10
時

▼
場
　
所

町
保
健
福
祉
会
館

▼
対
象
者

40
歳
以
上
の
人

▼
料
　
金

９
０
０
円
（
70
歳
以
上
の
人
は
無
料
）

■
か
み
か
み
教
室

▼
日
　
時

11
月
28
日（
火
）

午
前
10
時
20
分
〜
11
時
30
分

▼
場
　
所

町
保
健
福
祉
会
館

▼
内
　
容

離
乳
食
中
期
・
後
期
・
完
了
期
の
講

話
と
試
食

▼
対
　
象

生
後
７
カ
月
〜
１
歳
未
満
の
お
子
さ

ん
と
そ
の
保
護
者

ご
希
望
の
方
は
、
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
料
理
教
室

▼
日
　
時

12
月
５
日（
火
）

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

▼
場
　
所
　
町
保
健
福
祉
会
館

▼
内
　
容

講
話
、
調
理
実
習

▼
料
　
金

３
０
０
円
（
材
料
費
）

▼
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
お
米
１
／
２

カ
ッ
プ

ご
希
望
の
方
は
、
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
乳
が
ん
（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
）・
子
宮
が

ん
検
診

▼
期
　
日

12
月
５
日（
火
）

▼
受
付
時
間

午
後
１
時
と
午
後
２
時

（
ど
ち
ら
も
定
員
30
人
）

▼
場
　
所

町
保
健
福
祉
会
館

▼
対
象
者

乳
が
ん
検
診
　
40
歳
以
上
の
女
性

子
宮
が
ん
検
診
　
20
歳
以
上
の
女
性

▼
料
　
金

乳
が
ん
　
７
０
０
円

子
宮
が
ん
８
０
０
円

（
ど
ち
ら
も
70
歳
以
上
の
方
は
無
料
）

申
し
込
み
は
、
11
月
６
日（
月
）か
ら
で
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
教
室

▼
日
　
時

11
月
13
日
（
月
）

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
場
　
所

町
保
健
福
祉
会
館

▼
内
　
容

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
導
や
育
児
に

つ
い
て
な
ど

▼
講
　
師

幸
（
ゆ
き
）
母
乳
育
児
相
談
室

助
産
師
　
中
村
　
幸
美
さ
ん

▼
対
　
象

生
後
６
カ
月
未
満
の
お
子
さ
ん
と
そ

の
保
護
者

ご
希
望
の
方
は
、
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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■
基
本
健
康
診
査
後
の
健
康
相
談

基
本
健
康
診
査
の

結
果
は
、
い
か
が
で

し
た
か
？
健
診
の
結

果
に
一
喜
一
憂
す
る

の
で
は
な
く
、
自
分

自
身
の
生
活
習
慣
を

見
直
す
き
っ
か
け
と

し
て
「
基
本
健
康
診

査
後
の
健
康
相
談
」

を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

食
生
活
な
ど
の
生
活
習
慣
に
つ
い
て
、
個
別
に

栄
養
士
、
保
健
師
が
相
談
を
受
け
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
期
日
・
場
所

11
月
７
日（
火
）

町
保
健
福
祉
会
館

11
月
20
日（
月
）

町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

▼
時
　
間

ど
ち
ら
も
午
後
１
時
〜
３
時

▼
持
ち
物

基
本
健
康
診
査
の
結
果
票
、健
康
手
帳

詳
し
く
は
、
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

水
痘
・
お
た
ふ
く
か
ぜ
予
防
接
種
費
の
助
成

町
内
に
住
所
を
有
す
る
満
１
歳
〜
就
学
前
の
お

子
さ
ん
で
平
成
19
年
１
月
１
日
以
降
に
水
痘
、
お

た
ふ
く
か
ぜ
の
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
る
方
に
、

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
助
成
額

予
防
接
種
１
回
に
つ
き
２
０
０
０
円
。
接
種
後

助
成
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、
町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
し
よ
う

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
特
徴

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
通
常
の

か
ぜ
と
違
い
、
急
に
38
〜
40
度

の
高
熱
が
で
る
の
が
特
徴
で
す
。

さ
ら
に
倦
怠
感
、
筋
肉
痛
な

ど
の
症
状
も
強
く
、
通
常
５
日

間
ほ
ど
続
き
ま
す
。
さ
ら
に
肺

炎
や
脳
炎
を
起
こ
す
こ
と
が
あ

り
、
高
齢
者
や
乳
幼
児
な
ど
は
命
に
か
か
わ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

例
年
11
月
下
旬
ご
ろ
か
ら
流
行
が
始
ま
り
、
２

月
前
後
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
４
月
に
は
終
息
し
て

い
き
ま
す
。

■
感
染
を
予
防
す
る
に
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
す
る
有
効
な
方
法
は
、

流
行
前
に
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
で
す
。
ワ

ク
チ
ン
は
実
際
に
効
果
を
発
揮
す
る
ま
で
に
約
２

週
間
か
か
り
ま
す
。
流
行
期
間
が
12
月
〜
３
月
で

す
か
ら
、
11
月
中
に
は
接
種
を
終
え
る
と
よ
り
効

果
的
で
し
ょ
う
。

■
日
常
生
活
で
の
予
防
法

▼
栄
養
と
休
養
を
十
分
と
る：

抵
抗
力
を
高
め
ま
す

▼
人
ご
み
を
避
け
る：

ウ
イ
ル
ス
を
避
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す

▼
適
度
な
温
度
・
湿
度
を
保
つ：

ウ
イ
ル
ス
は
低

温
・
乾
燥
を
好
み
ま
す

▼
帰
宅
後
に
手
洗
い
・
う
が
い
を
す
る：

接
触
感

染
・
の
ど
の
乾
燥
を
防
ぎ
ま
す

▼
マ
ス
ク
を
着
用
す
る

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
関
す
る
詳
し
い
こ
と
は
、

町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
料
の
減
免
制
度
の
ご
紹
介

国
民
健
康
保
険
に
ご
加
入

い
た
だ
い
て
い
る
被
保
険
者

で
、
特
別
な
理
由
が
あ
る
場

合
は
、
保
険
料
及
び
医
療
機

関
で
の
一
部
負
担
金
（
３
割

負
担
）
を
減
額
し
た
り
免
除

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
保
険
料
の
減
免

次
に
よ
り
生
活
が
著
し
く
困
難
と
な
っ
た
と
き
、

申
請
に
よ
り
保
険
料
の
減
免
が
受
け
ら
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

▼
納
付
義
務
者
が
そ
の
資
産
に
つ
い
て
震
災
、
風

水
害
、
落
雷
、
火
災
も
し
く
は
こ
れ
に
類
す
る
災

害
を
受
け
、
そ
の
資
産
を
盗
ま
れ
た
と
き
。
ま
た
、

こ
れ
に
類
す
る
理
由
が
あ
っ
た
と
き
。

●
一
部
負
担
金
の
免
除
お
よ
び
減
額

次
に
よ
り
生
活
が
著
し
く
困
難
と
な
っ
た
と
き
、

申
請
に
よ
り
一
部
負
担
金
の
免
除
、
ま
た
は
減
額

が
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
納
付
義
務
者
ま
た
は
被
保
険
者
が
震
災
、
風
水

害
、
火
災
、
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
災
害
に
よ

り
死
亡
し
、
精
神
ま
た
は
身
体
に
著
し
い
障
害
を

受
け
、
資
産
に
重
大
な
損
害
を
受
け
た
と
き
。
ま

た
、
こ
れ
に
類
す
る
理
由
が
あ
っ
た
と
き
。

詳
し
く
は
、
町
生
活
福
祉
チ
ー
ム
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
５
８
）
８
２
０
３
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
の
ご
案
内

「
修
学
資
金
」
受
験
前
の
事
前
申
請
可
能
に

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
生
活
福
祉
資
金
貸
付

制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
低
所

得
世
帯
、
障
害
者
世
帯
、
高
齢
者
世
帯
等
に
対
し
、

資
金
の
貸
付
と
必
要
な
援
助
指
導
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
世
帯
の
自
立
更
生
や
社
会
参
加
等
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▼
資
金
種
類

更
生
・
福
祉
・
住
宅
・
修
学
・
療

養
介
護
・
災
害
援
助
・
離
職
者
支
援
・
長
期
生
活

支
援
資
金
の
８
種
類

そ
の
他
、
詳
し
い
こ
と
は
、
町
社
会
福
祉
協
議

会
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
５
８
）
６
９
１
５
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

・
落
合
　
敏
　
「
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
中
性
脂
肪

を
ぐ
ん
ぐ
ん
減
ら
す
」

●
寄
贈
図
書
（
主
な
も
の
）

金
子
み
す
ゞ
「
明
る
い
ほ
う
へ
」「
わ
た
し
と
小
鳥
と
す
ず

と
」
／
池
波
正
太
郎
「
血
闘
」「
追
跡
」「
密
告
」「
流
星
」「
乳

房
」「
狐
火
」「
兇
剣
」

新
・
鬼
平
犯
科
帳
シ
リ
ー
ズ
「
雲

竜
剣
」「
五
月
闇
」「
迷
路
」「
草
雲
雀
」「
春
の
淡
雪
」「
霧
の

朝
」「
助
太
刀
」「
鬼
火
」「
影
法
師
」「
一
本
槍
」
／
平
岩
弓
枝

御
宿
か
わ
せ
み
シ
リ
ー
ズ
「
小
判
商
人
」「
祝
言
」「
初
春
の

客
」「
清
姫
お
り
ょ
う
」「
源
太
郎
の
初
恋
」「
千
手
観
音
の
謎
」

「
は
や
ぶ
さ
新
八
御
用
旅
」「
風
よ
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
」「
五
人
女

捕
物
く
ら
べ
」
上
・
下
／
沢
村
貞
子
「
わ
た
し
の
三
面
鏡
」

「
私
の
居
間
」「
私
の
脇
役
人
生
」
／
黒
岩
重
吾
「
斑
鳩
王
の

慟
哭
」「
茜
に
燃
ゆ
」
上
・
下
／
澤
田
ふ
じ
子
「
も
ど
り
橋
」

「
幾
世
の
橋
」
瀬
戸
内
寂
聴
「
嵯
峨
野
み
ち
」「
寂
庵
ま

ん
だ
ら
」
／
杉
本
苑
子
「
女
人
古
寺
巡
礼
」「
沖
の
小
島

に
波
の
寄
る
見
ゆ
」／
佐
藤
愛
子「
わ
が
老
後
」

図
書
に
関
す
る
詳
し
い
こ
と
は
、
町
教
育
委

員
会
内
、
玉
城
町
図
書
館
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
５
８
）

８
２
１
２
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
図
書
館
で
購
入
し
た

い
本
の
リ
ク
エ
ス
ト
が

あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。（
予
算
、

内
容
な
ど
に
照
ら
し
、

購
入
を
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。）

今
月
も
話
題
の
本
を
取
り
揃
え
ま
し
た
。
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
貸
出
期
間
は
14
日
間
で
す
。

な
お
、
新
規
で
ご
利
用
の
方
は
図
書
カ
ー
ド
の

登
録
が
必
要
と
な
り
ま
す
。（
登
録
の
対
応
時
間
は
、

月
〜
金
曜
ま
で
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で
。

登
録
の
際
、
身
分
証
明
書
を
ご
提
示
く
だ
さ
い
。）

●
購
入
図
書
（
10
月
分
）

・
宮
部
み
ゆ
き
「
名
も
な
き
毒
」

・
伊
藤
た
か
み
「
八
月
の
路
上
に
捨
て
る
」

・
梯
　
久
美
子
「
散
る
ぞ
悲
し
き
　
硫
黄
島
指
揮

官
　
栗
林
忠
道
」

・
磯
田
道
史
　
「
殿
様
の
通
信
簿
」

・
江
戸
文
化
歴
史
検
定
協
会
「
大
江
戸
見
聞
録
」

新
着
図
書
の
お
し
ら
せ

「
知
っ
得
　
納
得
」
は
３
年
前
か
ら
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
「
た
ま
き
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
で
、
今
ま

ち
が
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
や
制
度
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
放
映
し
て
い
る
番
組
で
す
。

放
送
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
の
お
知
ら
せ
は
、
顔
が
見
え
な
い
た
め
、
大
切
な
み
な
さ
ん
の

声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
み
な
さ
ん
が
聞
き
た
い
こ
と
・
知
り
た
い
こ
と
を
直
接
お
届
け
す
る
「
知
っ
得

納
得
お
出
か
け
講
座
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
は
無
料
で
す
。
申
し
込
み
な
ど
、
詳
し
く
は
、
町
総
務
チ
ー
ム
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
５
８
）

８
２
０
０
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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老
人
ホ
ー
ム
高
砂
寮
職
員
募
集

老
人
ホ
ー
ム
高
砂
寮
で
は
、
次
の
よ
う
に
職
員

を
募
集
し
ま
す
。

▼
職
　
種

看
護
師（
正
看
・
准
看
）
若
干
名

管
理
栄
養
士

１
人
（
年
齢
お
お
む
ね
35
歳
ま
で
。

平
成
19
年
１
月
、
も
し
く
は
２
月
か
ら
勤
務
可
能

な
方
）

介
護
職
員
（
臨
時
）

若
干
名
（
年
齢
お
お
む
ね
55

歳
ま
で
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
夜
勤
の
で
き
る
方
。

資
格
は
問
い
ま
せ
ん
）

▼
試
験
日
時
・
場
所

応
募
者
に
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
給
与
な
ど

組
合
の
給
与
条
例
に
基
づ
い
た
額
（
社
会
保
険

加
入
）

▼
申
込
み
方
法

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
載
し
、
11
月

20
日
（
月
）
ま
で
に
、
老
人
ホ
ー
ム
高
砂
寮
（
伊
勢

市
小
俣
町
宮
前
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
２
２
）
１
０
４
５
）

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
同
老
人
ホ
ー
ム
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

［ 広域版 1］

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
強
化
週
間

11
月
13
日
（
月
）
〜
19
日
（
日
）

女
性
を
め
ぐ
る
人
権
に
関
す
る
相
談
、
悩
み
や

疑
問
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

津
地
方
法
務
局
職
員
、
ま
た
は
人
権
擁
護
委
員

が
お
受
け
し
ま
す
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
０
５
７
０
（
０
７
０
）
８
１
０

大
仏
山
公
園

オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

み
な
さ
ん
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
方
々
と
協
働
で
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
す
。
お
誘
い
合
わ
せ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

▼
日
　
時

11
月
12
日（
日
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

（
雨
天
中
止
）

▼
場
　
所

県
営
大
仏
山
公
園
　
中
央
広
場
ほ
か

▼
内
　
容

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ダ
ン
ス
、
太

鼓
演
奏
、
武
術
太
極
拳
の
披
露
、
マ
ジ
ッ
ク
、
天

然
ガ
ス
自
動
車
展
示
、
花
苗
の
販
売

そ
の
他
、
詳
し
い
こ
と
は
、
伊
勢
建
設
事
務
所

企
画
保
全
室
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
２
７
）
５
２
９
５
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
な
ど

無
料
相
談
会
開
催
の
お
知
ら
せ

サ
ラ
金
な
ど
の
多
重
債

務
に
悩
ん
で
い
る
方
々
を

対
象
に
、
三
重
県
司
法
書

士
会
に
よ
る
無
料
相
談
会

を
開
き
ま
す
。

▼
日
　
時

11
月
20
日（
月
）

午
後
５
時
30
分
〜
午
後
８
時
30
分

▼
場
　
所

松
阪
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
２
階（
松

阪
市
本
町
）

詳
し
く
は
、
同
松
阪
支
部
　
鈴
木
さ
ん
　
Ｔ
Ｅ

Ｌ
０
５
９
８
（
２
３
）
４
６
３
８
、
ま
た
は
安
川

さ
ん
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
９
８
（
２
１
）
３
７
５
５
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

11
月
は
賃
金
不
払
残
業
解
消

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間

賃
金
不
払
残
業
と
は
、
い
わ
ゆ
る
「
サ
ー
ビ
ス

残
業
」
の
こ
と
で
、
労
働
基
準
法
第
37
条
に
違
反

す
る
行
為
で
す
。

三
重
労
働
局
で
は
、
11
月
23
日
（
祝
）、
勤
労
感

謝
の
日
「
全
国
一
斉
無
料
相
談
」
を
実
施
し
ま
す
。

▼
Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
１
２
０
（
７
９
３
）
２
８
３

▼
時
　
間

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

福
祉
イ
ベ
ン
ト

県
立
養
護
学
校
な
ど
で
文
化
祭
開
催

■
県
立
度
会
養
護
学
校（
度
会
町
大
野
木
）

児
童
・
生
徒
の
作
品
展
示
を
は
じ
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

バ
ザ
ー
、
模
擬
店
な
ど
が
催
さ
れ
ま
す
。

▼
日
　
時

11
月
11
日（
土
）

午
前
９
時
15
分
〜
午
後
２
時
20
分

詳
し
く
は
、
度
会
養
護
学
校
文
化
祭
実
行
委
員

会
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
６
２
）
０
５
６
２
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
県
立
養
護
学
校
玉
城
わ
か
ば
学
園（
玉
城
町
宮
古
）

「
わ
た
し
の
喜
び
　
み
ん
な
の
喜
び
」
を
テ
ー

マ
に
、
わ
か
ば
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
日
　
時

11
月
18
日（
土
）

午
前
９
時
40
分
〜
午
後
２
時

詳
し
く
は
、
玉
城
わ
か
ば
学

園
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
５
８
）
３
５
９

７
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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年
金
だ
よ
り

お
客
様
か
ら
の
電
話
を
全
国
の

年
金
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
う
ち
、
回
線
の

あ
い
て
い
る
と
こ
ろ
へ
お
つ
な
ぎ
し
ま
す
。

年
金
を
請
求
す
る
場
合
な
ど
の
ご
相
談

０
５
７
０
（
０
５
）
１
１
６
５

年
金
を
お
受
け
に
な
っ
て
い
る
方
の
ご
相
談

０
５
７
０
（
０
７
）
１
１
６
５

※
通
話
料
金
は
一
般
の
固
定
電
話
の
場
合
、
接
続

先
に
か
か
わ
ら
ず
市
内
通
話
料
金
で
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

※
電
話
機
に
よ
り
ご
利
用
い
た
だ
け
な
い
場
合
も

あ
り
ま
す
。

●
全
国
的
に
届
け
出
様
式
が
統
一

各
種
申
請
な
ど
の
届
け
出
様
式
が
全
国
的
に
統

一
さ
れ
、
ど
こ
の
社
会
保
険
事
務
所
で
も
同
じ
届

け
出
様
式
を
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
町
生
活
福
祉
チ
ー
ム
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
５
８
）
８
２
０
３
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー

「
法
テ
ラ
ス
」
の
お
知
ら
せ

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
「
法
テ
ラ
ス
」
は
、

法
的
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
た
め
の
情
報
や
サ
ー

ビ
ス
を
全
国
ど
こ
で
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
全
国

に
50
カ
所
以
上
の
事
務
所
を
置
き
、
次
の
よ
う
な

業
務
を
始
め
て
い
ま
す
。

▼
法
的
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
情
報
無
料
提
供

▼
民
事
法
律
扶
助

▼
司
法
過
疎
対
策
　

▼
犯
罪
被
害
者
支
援

▼
国
選
弁
護
関
連
業
務

日
本
司
法
支
援
セ
ン
タ
ー
　
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

（
一
般
相
談
）
０
５
７
０
（
０
７
）
８
３
７
４
、（
犯

罪
被
害
者
相
談
）
０
５
７
０
（
０
７
）
９
７
１
４

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

11
November

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
生
涯
学
習
通
信
講
座

受
講
者
募
集
中

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
趣
味
・
教
養
か
ら
語
学
・
資

格
ま
で
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
講
座
を
用
意
し
て
い

ま
す
。
通
信
講
座
で
す
の
で
マ
イ
ペ
ー
ス
で
学
べ

る
の
が
魅
力
で
す
。

▼
講
　
座

俳
句
、
短
歌
、
川
柳
、
書
道
、
ペ
ン

字
、
水
彩
画
、
絵
手
紙
、
写
真
、
エ
ッ
セ
イ
、
古

文
書
な
ど
約
２
０
０
コ
ー
ス

▼
受
講
期
間

３
か
月
〜
１
年
（
講
座
に
よ
り
異

な
り
ま
す
）

▼
受
講
申
込
み
　
年
中
受
け
付
け

詳
し
く
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
（
０
６
）
８
８
８
１
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

美
し
い
景
観
を
創
る

伊
勢
志
摩
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
伊
勢
志
摩
さ
い
こ
う
会
」
主
催
（
玉
城

町
共
催
）
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
日
　
時

11
月
24
日（
金
）

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

▼
場
　
所

い
せ
ト
ピ
ア
（
伊
勢
市
黒
瀬
町
）

▼
テ
ー
マ

「
伊
勢
志
摩
の
美
し
い
景
観
を
目
指
し
て
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
予
定
）
は
、
伊
藤
滋
さ

ん
、
村
尾
成
文
さ
ん
、
森
野
美
徳
さ
ん
、
山
田
桂

一
郎
さ
ん
、
浜
田
益
嗣
さ
ん
、
岡
田
登
さ
ん
ら
。

入
場
は
無
料
、
申
し
込
み
な
ど
詳
し
く
は
、
伊

勢
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
２
１
）

５
５
１
１
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

『
生
き
生
き
楽
し
い
作
品
展
』
を
開
催

県
退
職
教
職
員
互
助
会
伊
勢
・
度
会
支
部
で
は
児

童
・
生
徒
、
先
生
の
作
品
展
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
　
時

11
月
25
日（
土
）・
26
日（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
26
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

▼
場
　
所

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
外
宮
前

の
旧
伊
勢
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
）

詳
し
く
は
、
退
職
教
職
員
互
助
会
伊
勢
・
度
会

支
部
　
西
村
博
さ
ん
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
５
８
）
３
３
７

２
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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番組予定　 10月25日～11月24日
00、30
10、40

8 00

7 00

知っ得　納得
ちょっと玉城（11月５日から）

特別番組

ビデオレポート

9 00、30
10、40

11 00

10 00

0 00

知っ得　納得
ちょっと玉城

特別番組

ビデオレポート

ビデオレポート

2 00 特別番組

1 00、30
10、40

知っ得　納得
ちょっと玉城

3 00 ビデオレポート

5 00 特別番組

4 00、30
10、40

知っ得　納得
ちょっと玉城

6 00 ビデオレポート

10 00 ビデオレポート

12 00 ビデオレポート

2 00 番組終了

8 00 特別番組

11 00 特別番組

7 00、30
10、40

知っ得　納得
ちょっと玉城

9 00、30
10、40

知っ得　納得
ちょっと玉城

1 00、30
10、40

知っ得　納得
ちょっと玉城

番組に関するお問い合わせ…
町総務チーム広報CATV  TEL 58-8200
放送に関するお問い合わせ…
（株）アイティービー制作部 TEL 27-0700

議会放送
（議会終了まで）

翌週録画

議会放送
（議会終了まで）

当日録画

注
意：

番
組
は
予
告
な
く
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

議会放送（終了まで）
町議会が開催される当日午後9時から録画放送。
また、議会閉会翌週午前9時から再放送をします。

ビデオレポート（毎週土曜日に更新）
町内での催しなどを取材。（放送期間＝2週間）

特別番組（毎月1日、16日に更新）
行政・広報番組、特別編集番組など。

知っ得　納得（毎月5日、20日に更新）
役場職員が、町の事業紹介、お知らせなどをする。

【10月21日～】
・お月見の夜（中角区）
・第51回町民体育祭
・秋祭り（弘樹苑） など

【10月28日～】
・秋の山野草展
・オカリナコンサート（広泰寺）
・築城670年記念特別展＆講演会
・保育所の活動　など

【11月 4日～】
・秋のふれあいハイキング
・戦没者追悼式
・老人クラブ連合大会　など

【11月11日～】
・文化祭（下外城田小学校）
・保育所の活動　など

【～10月31日まで】
・第３回福寿学級「高齢者の健康」

【11月 1日～】
・玉城町水防防災訓練

【11月16日～】
・田丸神社神輿

【10月20日～】
・障害者自立支援について

【11月 5日～】
・人権週間をまえに

【11月20日～】
・子どものむし歯対策

ちょっと玉城（毎月5日、20日に更新）
町のお知らせ番組（音声付文字情報）

・番組の紹介、行政情報など
※11月４日までは文字情報（音楽のみ）となります。

食品の表示に関するお問い合わせは 

東海農政局 
　三重農政事務所（表示・規格課） 

059-228-3153
三　重　県（農水産物安全室） 

059-224-2497

　食品表示に対する消費者

の関心が高まっていること

及び食品の品質表示の一層

の適正化を図る観点から、

広く国民から食品の表示に

ついて情報提供や問い合わ

せを受けるためのホットラ

インを設置しています。 

お気軽にご利用ください! 

11月5日

開始
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■玉城町役場 TEL 58 - 8200
FAX 58 - 4494

●総務チーム TEL 58 - 8200
●税務住民チーム TEL 58 - 8201
●生活福祉チーム TEL 58 - 8203
●上下水道チーム TEL 58 - 8207
●建設チーム TEL 58 - 8205
●農林商工チーム TEL 58 - 8204
●出納室 TEL 58 - 8210
●議会事務局 TEL 58 - 8211
●教育委員会（村山龍平記念館） TEL 58 - 8212
●青少年電話相談 TEL 58 - 8212
■病院老健チーム
玉城病院 TEL 58 - 3039
介護老人保健施設ケアハイツ玉城
・介護老人保健施設 TEL 58 - 3770
・訪問看護ステーション TEL 58 - 8117
・訪問介護 TEL 58 - 8117
・居宅介護支援事業所 TEL 58 - 8822
■健康管理センター TEL 58 - 7373
（地域包括支援センター）
■保健福祉会館 TEL 58 - 8000
■社会福祉協議会 TEL 58 - 6915
■中央公民館 TEL 58 - 6331
■アスピア玉城　　
玉城ふれあいの館 TEL 58 - 8800
ふるさと味工房 TEL 58 - 8686

■さくら児童館 TEL 58 - 8527
■梅がおか児童館 TEL 58 - 8345

休日・夜間当直室
TEL 58-8213

今にも力強く煙を吹き出し走りそう
なSL。威風堂々とした姿に風格を感じ
ます。（村山龍平記念館奥の展示場で）

◆人の動き（平成18年９月30日現在）
●人口　15,015人（＋10人）
●男　　07,315人（＋03人）
●女　　07,700人（＋07人）
●世帯数 4,776世帯（＋09世帯）
（ ）は９月１日以降の増減

今月の表紙

表紙撮影：広報たまき編集委員会　西野公啓
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広報

青少年電話相談

相談日

月曜～金曜日（祝日を除く）
時間　午前10時～午後４時

TEL（58）8212
相談は受付後、折り返しお電話を
します。
お問い合わせは、町教育委員会へ

行政・心配ごと相談

11月10日（金）・20日（月）・30日（木）
時間　午後1時～3時
場所　町保健福祉会館
相談員　行政相談員、民生委員、人権擁護委員
お問い合わせは　町社会福祉協議会へ

町税など納期のお知らせ

町税などは、期限を守って必ず納めてください。

●国民健康保険料・介護保険料（第8期）……11月30日（木）
お問い合わせは、町生活福祉チームへ

1歳6カ月児健康診査

11月8日（水）
受付時間　午後０時50分～１時20分
場所　町保健福祉会館　
対象　平成17年3月1日～4月30日生まれのお子さんまたは前回未受診のお

子さん　該当児には、個人通知いたします
お問い合わせは、町健康管理センターへ

乳幼児相談

11月9日（木）
受付時間　午前10時～11時

場所　町保健福祉会館
対象　生後2カ月～未就園のお子さん
内容　身体計測、離乳食（栄養）や子育て全般に関する相談
＊母子健康手帳をお持ちください
お問い合わせは、町健康管理センターへ

11月30日（木）
受付時間　午前10時～11時

午後1時～2時30分

介護相談

毎月20日開催
時間　午後1時30分～4時
場所　町健康管理センター
お問い合わせは、町健康管理センターへ

いきいきクラブ

11月6日・20日・12月4日
いずれも（月）
時間　午前10時～11時30分
場所　町保健福祉会館　健康相談室
対象　40歳以上の方
内容　手遊び、簡単なストレッチ

体操、健康御師さんによる
体操など

7カ月児相談

11月9日（木）
受付時間　午後1時～2時
場所　町保健福祉会館
対象　平成18年4月1日～4月30日生

まれのお子さん
内容　身体計測、問診、離乳食相

談、育児相談
お問い合わせは、町健康管理センターへ

にこにこサロン

11月6日・13日・20日・27日
いずれも（月）
時間　午前10時30分～11時30分
場所　梅がおか児童館
内容　お母さんたちの交流、情報

交換、自由遊びなど

0.1ひろば

11月21日（火）
時間　午前10時30分～11時30分
場所　さくら児童館
内容　みんなでクラッシックを聞

こう！！
お問い合わせは、さくら児童館へ

健康相談

11月1日（水）
12月6日（水）
時間　午前9時30分～11時30分
場所　町保健福祉会館　健康相談室
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